
流れ
2つもしくはそれ以上の状態からの動きの大きさや強
さを読者に示す。論理的な連続性や地理的な位置関
係がわかる。

FTでの使用例：資金の動き、貿易、移民、訴訟、情報
のような関係性を示すグラフ

場所
データ中の正確な位置や地理的な図式が他の何よ
りも読者にとって重要な時のみ使う。

FTでの使用例：案内図、人口密度、天然資源の場所、
国家災害の危険度/影響、集水域、選挙結果の変化

割合
その構成要素の中で、一つの要素がどれほどを占め
ているかを表す。もし読者が要素の大きさのみに興
味があるなら、代わりにmagnitude-type chartを考
えるべきだ。

FTでの使用例：財政予算、社内体制、国政選挙の結
果

時系列変化
傾向の変化を強調する。（1日以内の）短期の動きや
数十年や何世紀にも及ぶ一連の流れを表すことがで
きる。読者に適切な文脈を提供するため、正確な時
間軸を選ぶことが重要である。

FTでの使用例：株価の動き、時系列による経済の流
れ

大きさ
大きさの比較を示す。これらのグラフは相対値（ただ
大きさを比較するのみ）や絶対値（細かい違いを見せ
る必要がある）になりうる。大抵計算された割合より
も数え上げた数値（例：バレル、ドル、人数）を示す

FTでの使用例：生産量、時価総額

変動
固定基準点からの変動（+/-）を強調する。基準点は
通常0だが、目標や長期平均にすることもできる。ま
た、感情を表すのにも使われる
（ポジティブ/どちらでもない/ネガティブ）

FTでの使用例：貿易の黒字/赤字、気候変動

ランキング
順位付けされたリストにて、あるアイテムの絶対値や
相対値より順位の方が重要な場合に使う。面白い部
分を強調するのを恐れてはいけない。

FTでの使用例：財産、損失、リーグ表、選挙区での選
挙結果

相関
2つもしくはそれ以上の変数の関係を示す。あなたが
否定しない限り、多くの読者は示された関係性を因
果関係（すなわち、ある事柄が別の事柄を引き起こ
す）だと思い込むだろうということに注意してほしい。

FTでの使用例：インフレと失業率、収入と平均寿命

分布
データの中での大きさや頻度を表す。分布の形（や歪
み）が数値の均一性や公平性を強調し、読者の記憶
に残るだろう。

FTでの使用例：収入の分布、人口分布（年齢/性別）

Basic choropleth （rate/ratio）

Scaled cartogram （value）

Proportional symbol （count/magnitde）

データを地図上に表す基
本的な方法である。合計値
ではなく割合を用いて、直
感的な地図を使うべきだ。

割合よりも合計値を示す
のに使う。データ内の小さ
な違いが見づらいことに注
意すべきだ。

地図上で明確な移動を表
すためのグラフである

地図上で同じ値の地域を
表すために使う。+/-の値を
表すのに等級的なカラー
スキームを使用する

地図上のそれぞれの地区
をを規則的で同じ大きさ
の形に変換する。同価値を
持つ投票地区を表すのに
適している

地図を伸縮させ、特定の値
に応じて各地域の大きさ
が変更される。

流動過程におけるデータ
の連続を示すためのデザ
インで、典型的な例は予算
である。+/-の要素を含むこ
とができる。

双方向の流れ（と正味の変
化量）を示すことができる
複雑だが強力な図式であ
る。

様々なタイプの関係の強
さと相関性を示すために
使用される。

ある状態から少なくとも１
つの別の状態への流れの
変化を表す。複雑な過程の
中で最終的な結果までを
追うのに適している。

個々の行事/場所の位置を
示すために使われる。読者
が見るべき項目に注釈を
つけるべきだ。

カラースケールの強弱を
使って地図上に描かれた、
地区単位のデータである。
階層区分図だが、行政上/
政治上の単位としては区
切られていない。

項目間の大きさを比較する標
準的な方法である。軸は必ず
0から始まらなければならな
い。

同上。データが時系列ではな
く、ラベルのカテゴリー名が
長い時に適している。

割合を基本とした標準的な
棒グラフだが、複数のデータ
セットを扱うことができる。2
つ以上のデータセットを読み
取るのは難しいこともある。

同上

Isotype （pictogram）

Proportional symbol

Parallel coordinates

数値間の差異が大きい時や、
細かいデータ間の違いを見
ることがあまり重要ではない
時に使われる

一部の事例では非常に優れ
た方法である。整数の時のみ
使用する（小数を表すために
腕を切り取ってはいけない）

キャンディー型グラフは標準
的な棒グラフよりもデータの
数値に注目させることができ
る。0から始める必要はない
が、それが好ましい

複数の変数の数値を示す時
にスペースを効果的に使う方
法である。しかし、読者にとっ
て意味のある方法でまとめら
れていることに注意してほし
い

radar chartの代わりの方法
である。繰り返しになるが、変
数の配置が重要で、値を強調
することが分析の役に立つ。

Proportional stacked bar

データが複雑すぎなければ、
データの大きさと割合を同時
に示すのに適した方法である

割合の構成状況を示す単
純な方法だが、2-3個以上
の要素を読み取るのは難
しいかもしれない。

割合を示すのに一般的な
方法である。しかし、それ
ぞれの区分の大きさの正
確な比較が難しいことに
注意しなければならない

pie chartと似ているが、中
心円にデータに関する更
なる情報を入れることがで
きる（例：合計値）

階層的な割合の構成状況
を示すのに使う。小さな区
分が沢山ある場合は読み
にくい可能性がある

点を領域に変換する方法
である。各領域内の或る点
は他の重心よりも中心点
に近い

階層的な割合の構成状況
を視覚化する別の方法で
ある。明白な理由のために
控えめに使用してほしい。

議会における政治的な結
果を可視化する時によく
使われる半円である

%表記の情報を示すのに
適しており、整数の時に最
適に機能し、複数のレイア
ウトの形がある場合にうま
く機能する

一般的に、略図にのみ使わ
れる

要素の一部がマイナスであ
る割合の関係を示す時に
役立つことがある

Proportional stacked bar

データが複雑すぎない限
り、データの大きさと割合
を同時に示すのに適した
方法である

Fan chart （projections）

Connected scatterplot

時間毎の変化を見せるには
棒グラフが効果的に機能す
る。しかし、たいてい一度に一
組のデータのみを見せるの
が最良である

時間毎の量（棒グラフ）と割
合（折れ線グラフ）の関係を
見せるのに適している

通常日々の活動に焦点を当
て、これらのチャートは日毎
の開始/終了やハイ/ローを表
している

データの変化を2-3個のポイ
ントにできる限り簡略化し、
ストーリーの重要な部分を
見逃さずに表すのに適してい
る

注意して使用する必要があ
る。これらは全体の変化を表
すのには適しているが、要素
ごとの変化を見るのは難しい

将来予測の不確実さを表す
のに使用する。不確かさはた
いてい予測が進むにしたがっ
て増していく

比較的明確な進行パターン
があるときに、２つの変数を
持つ変化するデータを見せ
るのに適している

正確な数値を見せることは
難しいが、日ごと、週ごと、月
ごとの一時的なパターンを見
せるのに優れた方法である

データのストーリーにおいて
日にちと持続期間が重要な
要素の場合に優れている

複数のカテゴリーにまたがる
様々な大きさの離散値を表
すのに適している（例：大陸
別地震）

時系列変化を示す基本的な
方法。もしデータが不規則な
らば、データポイントを示す
ために目印をつけるべきだ。

データに大きな変化がある
データセットを見せるため
の、circle timelineの代替方
法である

統計上の分布を示す標準的な
方法である。データの「形」を
強調するため、棒グラフ同士の
間隔は狭くする

中央値とデータの幅を示し、
複数の分布をまとめている

boxplotと似ているが、複雑な
分布（単純な平均ではまとめら
れないようなデータ）を表すの
により適している

人口分布における年齢や性別
を示す標準的な方法である。事
実上、背中合わせのヒストグラ
ムである。

分布中の個々の数値を表す
のに適しているが、同じ数値
の点が多すぎると問題が生
じる。

複数のカテゴリーにおける、
データの変化や幅（最小値/
最大値）を簡潔に示す方法で
ある

dot strip plotsのように表中
の全てのデータを示すのに
適している。個々の数値を強
調するのに最適である。

分布の偏りを示す良い方法で
ある。常にy軸は累積度数、x
軸は尺度となる

Population pyramid

標準的な棒グラフで、順番
に並び替えると数値のラン
キングがわかりやすくなる

同上

数値間の差異が大きい時
や細かい違いを見ることが
あまり重要ではない時に
使われる

一直線上に順番に点を並
べることで、効果的にス
ペースを使って複数のカテ
ゴリーのランキングを示す
ことができる

時系列やカテゴリー間で
順位がどう変化したかを
示すのに最適である

キャンディー型のグラフは
普通の棒グラフよりもデー
タの数値に注目させ、順位
と数値を効果的に示すこ
とができる

Ordered proportional symbol

Diverging stacked bar

Surplus/deficit filled line

2つの連続的な変数の関
係を示す標準的な方法で
あり、それぞれが独立の軸
を持っている

マイナスとプラス両方の大
きさを扱うことができる簡
潔で標準的な棒グラフで
ある。

量（棒グラフ）と割合（折れ
線グラフ）の関係性を示す
適切な方法である

通常、2つの変数の関係性
が時間毎にどのように変
化したか示すのに使われ
る

散布図のようだが、円の大
きさを3つ目の変数とする
ことで詳細な情報を追加
できる

数値の細かい違いを示す
にはあまり適していない
が、2つのデータの関係を
示すのに適した方法であ
る

感情を含む調査結果を示
すのに最適である
（例：反対/どちらでもない/
賛成）

1つの値を2つの対照的な
要素に分割するときに適し
ている（例：男性/女性）

グラフの影付きの部分か
ら、基準線に対して、もしく
は２組のデータ間のバラン
スを見ることができる

Connected scatterplot

Visual
vocabulary
データをデザインする

データを可視化する方法は非常に沢山ある。どうすれば、どの手段を選

ぶべきかわかるのだろうか。最も重要なデータの関係性を決めるのに最

上部のカテゴリーを使い、それからカテゴリー内の様々な種類のチャー

トを見て、最も効果的であろう初期のアイデアを作ると良い。このリスト

は網羅的ではなく、魔法のようなものでもないが、有益で有意義なデー

タ可視化の出発点として役立つだろう。
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